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   第 ３ 回   熊本県議会  農林水産常任委員会会議記録 

 

平成28年６月７日(火曜日) 

            午前９時59分開議 

            午前11時53分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 議案第１号 平成28年度熊本県一般会計補

正予算(第４号) 

 議案第２号 平成28年度熊本県一般会計補

正予算(第５号) 

 報告第１号 平成27年度熊本県一般会計繰

越明許費繰越計算書の報告についての

うち 

 報告第４号 平成27年度熊本県一般会計事

故繰越し繰越計算書の報告についての

うち 

 報告第７号 専決処分の報告について 

 報告第８号 専決処分の報告について 

 報告第９号 専決処分の報告について 

 閉会中の継続審査事件(所管事務調査につ

いて) 

――――――――――――――― 

出席委員(７人) 

        委 員 長 髙 野 洋 介 

        副委員長 早 田 順 一 

        委  員 村 上 寅 美 

        委  員 西   聖 一 

        委  員 楠 本 千 秋 

        委  員 松 野 明 美 

        委  員 吉 田 孝 平 

欠席委員(１人) 

        委  員 前 川   收 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 農林水産部 

         部 長 濱 田 義 之 

       政策審議監 田 中 純 二 

      生産経営局長 川 口 卓 也 

      農村振興局長 小 栁 倫太郎 

        森林局長 宮 田   修 

        水産局長 平 岡 政 宏 

      首席審議員兼 

    農林水産政策課長 白 石 伸 一 

         政策監 下 田 安 幸 

      団体支援課長 杉 山 正 三 

 流通アグリビジネス課長 荒 木   亮 

      農業技術課長 堤   友 信 

      農産園芸課長 酒瀬川 雅 士 

         政策監 大 島   深 

        畜産課長 中 村 秀 朗 

  農地・担い手支援課長 鳥 井   修 

      首席審議員兼 

      農村計画課長 村 山 直 康 

      農地整備課長 西 森 英 敏 

     むらづくり課長 今 田 久仁生 

      技術管理課長 田 中 耕 作 

      森林整備課長 赤 羽   元 

      林業振興課長 三 原 義 之 

      森林保全課長 長谷川   誠 

      水産振興課長 木 村 武 志 

    漁港漁場整備課長 田 尻 雅 裕 

  農業研究センター所長 板 東 良 明 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

       議事課参事 小 池 二 郎 

     政務調査課主幹 法 川 伸 二 

――――――――――――――― 

  午前９時59分開議 

〇髙野洋介委員長 それでは、ただいまから

第３回農林水産常任委員会を開会いたしま

す。 

 まず、開会に当たりまして一言御挨拶を申
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し上げます。 

 ２月の第１回委員会におきまして委員長に

選任いただきました髙野でございます。 

 まずもって、今回の平成28年熊本地震で亡

くなられた方々に慎んで哀悼の意を表します

とともに、被害に遭われた方々にお見舞いを

申し上げます。 

 また、地震発生後、昼夜対応に当たってお

られる執行部の方々に対し、敬意をあらわし

たいと思います。 

 今後１年間、早田副委員長とともに誠心誠

意、円滑な委員会運営に努めてまいりたいと

思いますので、どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 熊本の基幹産業であります農林水産業が大

変重要な役割を担うというふうに思っており

ます。農林水産業の復興が熊本の復興にまず

第一につながるというふうに思いますので、

ぜひ執行部の皆様方、議会、委員会と一緒に

なって、一日も早い復旧、復興に向けて精い

っぱい御尽力いただきますように、よろしく

お願いいたします。 

 また、各委員におかれましても、御指導、

御鞭撻をいただきますとともに、執行部の皆

様方におかれましても御協力のほど、よろし

くお願いいたします。 

 簡単ではございますが、御挨拶とさせてい

ただきます。 

 続きまして、早田副委員長から御挨拶をお

願いいたします。 

 

〇早田順一副委員長 皆さん、おはようござ

います。 

 さきの委員会におきまして、副委員長に選

任をいただきました早田でございます。 

 髙野委員長を補佐し、一生懸命円滑な委員

会運営に努めてまいりたいと思います。各委

員の皆様方そして執行部の皆様方、御協力を

よろしくお願い申し上げまして、御挨拶にか

えさせていただきます。お世話になります。 

 

〇髙野洋介委員長 次に、執行部の幹部職員

の自己紹介をお願いいたします。 

 職員紹介用名簿に従い、課長以上の紹介を

お願いいたします。 

 なお、審議員、課長補佐等につきまして

は、お手元の職員紹介用名簿のとおりであり

ます。 

 それでは、濱田農林水産部長から順次お願

いいたします。 

  （農林水産部長、政策審議官～漁港漁場

整備課長の順に自己紹介) 

〇髙野洋介委員長 １年間このメンバーで審

議を行いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 それでは、本委員会に付託された議案等を

議題とし、これについて審査を行います。 

 まず、議案等について執行部の説明を求め

た後に、質疑を受けたいと思います。 

 なお、執行部からの説明は、効率よく進め

るために、着座のまま簡潔にお願いします。 

 まず、農林水産部長から総括説明を行い、

続いて付託議案等について、担当課長から順

次説明をお願いいたします。 

 なお、本日は平成28年熊本地震被害の把握

についてを説明していただくことになってお

りますので、農林水産政策課長にはよろしく

お願いいたします。 

 初めに、濱田農林水産部長。 

 

〇濱田農林水産部長 着座にて失礼いたしま

す。 

 まず初めに、熊本地震について、前回の常

任委員会後の動きを御報告させていただきま

す。 

 ５月17日でございますが、熊本地震対策の

ために、国において総額7,780億円の補正予

算を成立していただきました。翌日18日に

は、ソフト、ハードにわたる広範な支援策が

打ち出されたところでございます。 
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 本県が要望してきました支援策はおおむね

網羅されたと考えておりまして、県として

は、被災農林漁業者が一日も早い復旧、復興

に取り組めるよう、既に、国と連携して、現

在各地域に出向き丁寧な説明会を実施してい

るところでございます。 

 何よりも、被災された農林漁業者が意欲を

持ち続けていただけるよう、また、本県農林

水産業が早期の復活を遂げられるよう、今後

とも、国、地元市町村、関係機関とよく連携

して、万全の取り組みを進めてまいります。 

 それでは、今回提案しております議案等の

概要を御説明いたします。 

 今回提案いたしておりますのは、一般会計

補正予算２件、そして報告案件５件でござい

ます。 

 まず、震災分の補正予算でございます。被

災した農地、農業用施設、山地の崩壊の復旧

に要する経費や畜舎、農業用ハウス、農業、

水産業の共同利用施設、また、卸売市場や木

材加工施設等の復旧に要する支援など、総額

475億円余の増額補正をお願いいたしており

ます。 

 また、もう一方の通常分の補正予算でござ

いますが、これにつきましては、県と農業団

体が連携して取り組む営農体制の強化あるい

はイチゴの新品種「ゆうべに」の生産拡大及

びブランドの確立、木材の海外輸出に向けま

した取り組み、クロマグロの種苗生産技術の

開発のほか、農業農村整備や治山などの公共

事業を含め、総額約180億円余の増額補正を

お願いいたしております。 

 この震災分と通常分を合わせた一般会計、

特別会計の補正後の予算総額でございます

が、1,188億円余となります。 

 次に、報告事項では、平成27年度一般会計

に係る明許繰越及び事故繰越の報告、交通事

故に係ります専決処分３件を報告させていた

だきます。 

 詳細につきましては、それぞれ担当課長か

ら説明させますので、御審議のほどよろしく

お願いを申し上げます。 

 

〇髙野洋介委員長 引き続き、担当課長から

説明をお願いいたします。 

 

〇白石農林水産政策課長 農林水産政策課で

ございます。 

 本日は、説明資料を３冊配付させていただ

いております。 

 １冊目が、平成28年熊本地震被害の把握に

ついてでございます。それから２冊目が、平

成28年度６月補正予算＜震災分＞関係、それ

から３冊目が平成28年度６月補正予算＜通常

分＞及び条例等関係でございます。 

 まず初めに、１冊目の熊本地震被害の把握

について、カラー刷りの資料について説明さ

せていただきます。 

 １ページをお開きください。 

 前回の農林水産常任委員会におきまして、

熊本地震による農林水産業被害額、５月13日

時点で約1,345億を御報告させていただきま

した。その際、被害の全容を把握するため

に、より幅広く計上する必要があるというふ

うな御指摘をいただいております。 

 そのようなことから、本日は、現在新たに

被害状況把握を行っているものについて、簡

単に御報告させていただきます。 

 １ページ目の下の箱でございますが、主な

ものとしまして、水稲などの作付不能の被

害、それから市場、ＪＡ関係施設の被害、物

産館や直売所、農林水産関係団体事務所の損

壊の被害などについて、現在把握を行ってい

る数字を調整しているところでございます。 

 全体把握ができたところで被害額を取りま

とめて、後日公表させていただきたいという

ふうに思っております。 

 ２ページ以降につきましては、各分野ごと

の被害状況の写真を掲載しておりますので、

本日は説明を省略させていただきます。後ほ
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どごらんいただければというふうに思ってお

ります。 

 よろしいでしょうか。続きまして、２冊目

の６月補正予算＜震災分＞関係の資料をお願

いいたします。 

 １ページをお開きください。 

 平成28年度６月補正予算総括表でございま

す。 

 上段の、６月補正(震災分)(Ｂ)欄が震災分

の予算でございますが、その一番下の欄、農

林水産部全体の震災関係補正予算は475億

1,000万円余の増額補正となっております。 

 次に、真ん中ぐらいのところでございます

が、通常分の補正額、６月補正(通常分)(Ｃ)

の欄でございますけれども、一番下のところ

で、農林水産部全体で通常分として180億

7,000万円余の増額補正となっております。 

 一番右の欄ですが、補正後の総額(Ａ)＋

(Ｂ)＋(Ｃ)の一番下の欄でございますが、合

計で1,188億円余となっております。 

 補正予算の詳細につきましては、各課から

御説明させていただきます。 

 次に、この資料の２ページをお願いいたし

ます。 

 ２ページの農林水産政策課の震災分補正予

算を御説明させていただきます。 

 上段の農業施設災害復旧費でございます。 

 右の説明欄をごらんください。 

 被災した農業公園の施設復旧に要する経費

といたしまして、7,159万円余を計上してお

ります。 

 震災分は以上です。 

 次に、続きまして、28年度６月補正予算

＜通常分＞の資料をお願いいたします。 

 35ページをお願いいたします。 

 35ページ、平成27年度一般会計繰越明許費

総括表でございます。 

 平成27年度12月議会及び２月議会で御承認

いただきました明許繰越でございます。 

 一番下の合計の欄をごらんください。 

 農林水産部全体で、件数が577件、金額で

165億円余の繰り越しとなっております。 

 次に、53ページをお願いいたします。 

 53ページ、平成27年度一般会計事故繰越し

繰越計算総括表でございます。 

 一番下の合計欄をごらんください。 

 農林水産部全体で、件数で１件、金額で

4,620万円の繰り越しとなっております。 

 続きまして、55ページをお願いいたしま

す。 

 交通事故に関する専決処分が３件ございま

す。 

 まず１件目の内容につきまして、56ページ

の資料で御説明いたします。 

 56ページの下のほうの６、事故の状況のと

ころをごらんください。 

 県南広域本部球磨地域振興局の農林水産部

の職員が、圃場調査のため多良木町久米方面

に公用車で走行中、交差点において小石をは

ね上げ、対向して走行中の相手車両に損傷を

与えたものでございます。 

 続きまして、57ページが２件目の報告でご

ざいます。 

 内容につきましては、58ページの資料で御

説明をさせていただきます。 

 58ページの６番、事故の状況をごらんくだ

さい。 

 県央広域本部宇城地域振興局農林部の職員

が、茶農家栽培指導のため、美里町払川へ公

用車で走行中、トイレ休憩等のためコンビニ

エンスストアに立ち寄った際、街灯に接触し

損傷を与えたものでございます。 

 続きまして59ページ、３件目でございま

す｡ 

 内容につきましては、60ページの資料で御

説明いたします。 

 60ページの６、事故の状況のところをごら

んください。 

 農業研究センター畜産研究所の職員が、飼

料購入のために人吉市へ公用車で走行中、道
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を誤り方向転換のため後退した際に、後方に

停車していた車両に接触し損傷を与えたもの

でございます。 

 以上、３件とも本年５月19日に和解及び損

害賠償額について専決処分を行ったものでご

ざいます。 

 交通事故につきましては、部及び各所属で

研修を徹底するなどして、発生の防止に努め

てまいりたいと考えております。 

 農林水産政策課は以上でございます。御審

議のほどよろしくお願いいたします。 

 

〇杉山団体支援課長 団体支援課でございま

す。 

 資料は、６月補正予算＜震災分＞関係をお

願いいたします。 

 資料３ページをお願いいたします。 

 農業共済制度等普及推進費で、2,700万円

余をお願いしております。 

 説明欄をお願いします。 

 農業共済加入促進事業で、新規事業でござ

います。これは、市町村等が行う農業共済加

入促進に要する経費に対する助成で、具体的

には、市町村が共済加入者に掛金支援を行う

場合に必要な経費に対し助成する等により共

済加入を促進するものでございます。 

 団体支援課は以上でございます。よろしく

お願いいたします。 

 

〇荒木流通アグリビジネス課長 流通アグリ

ビジネス課でございます。 

 資料は、同じ資料の１ページめくりまして

４ページをお願いいたします。 

 説明欄をお願いいたします。 

 卸売市場施設災害復旧事業でございます。

田崎市場を初めとした被災者卸売市場の復旧

のための事業として、２億5,123万円余の増

額をお願いしております。 

 震災分は以上でございますが、続きまして

６月補正予算＜通常分＞の資料２ページをお

願いいたします。通常分の２ページでござい

ます。 

 まず、上段の農業総務費でございますけれ

ども、Ｃ欄にございますように、5,573万円

余の増額をお願いしております。 

 主なものを御説明いたします。 

 ２段目の、流通体制整備促進費の説明欄の

２番目、農産物等認知度向上対策事業でござ

います。 

 これは、平成24年度から取り組んでおりま

すが、県産農林水産物を「くまもとの赤」ブ

ランドという切り口で売り込んでいくための

事業でございます。 

 次の３段目でございますブランド確立・販

路対策費の説明欄の１、海外輸出拡大プロモ

ーション事業、それからその次の２、県産農

林水産物等輸出推進総合支援事業でございま

す。 

 これは、いずれも県産農林水産物の輸出促

進のための事業でございます。輸出に取り組

む産地を育成しましたり、商談会やフェア、

このような海外でのプロモーション活動を行

うための事業でございます。 

 それから次、ページをめくりまして、３ペ

ージをお願いいたします。 

 上段の農業改良普及費でございますけれど

も、Ｃ欄にありますとおり、4,000万円の増

額をお願いしているところでございます。こ

れは、右の説明欄にございますように、企業

の農業参入促進・定着支援事業ということ

で、研修会ですとか相談会を通じまして企業

の農業参入を促進しましたり、あるいは参入

していただきました企業の初期経費の支援な

どをすることによりまして、参入した企業の

定着を図るための事業でございます。 

 以上、流通アグリビジネス課としまして

は、(Ｃ)欄の最下段でございますけれども、

６月補正予算通常分としまして、9,573万円

余の増額をお願いしております。 

 続きまして、同じ資料の36ページをお願い
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できますでしょうか。 

 繰越明許費でございます。当課におきまし

ては、36ページにお示ししております(発言

する者あり)36ページの繰越明許費でござい

ます。 

 流通アグリビジネス課では、５つの事業に

つきまして、合計１億4,526万円余を繰り越

しております。 

 理由といたしましては、国の経済対策によ

ります補正予算、あるいは設計に関する諸条

件による変更によりますもので、いずれも年

度内に完了予定をしているところでございま

す。 

 流通アグリビジネス課は以上でございま

す。よろしく御審議をお願いいたします。 

 

〇堤農業技術課長 農業技術課でございま

す。 

 説明資料のほうは、６月補正の震災分、薄

いほうの資料でございます。５ページをお願

いいたします。 

 ５ページの農業施設災害復旧費でございま

すが、今回２億7,000万円余を計上しており

ます。これは、今回の地震による農業研究セ

ンター本部、各研究所の施設、設備等に被害

があったため、その復旧に係る経費でござい

ます。 

 農業技術課の震災関係は以上でございま

す。 

 続きまして、説明資料のほう、厚いほうの

資料でございます。６月補正予算＜通常分＞

の４ページをお願いいたします。厚いほう

の、通常分の４ページでございます。 

 主な事業につきまして説明いたします。 

 まず、上段の農業改良普及推進費でござい

ますが、今回870万円余を計上しておりま

す。これは、右側の説明欄にございますが、

新規事業のＡＬＬくまもと農産物生産支援体

制強化事業としまして、県と一体となった営

農指導体制を構築するため、広域営農指導員

の育成により技術指導力の向上に取り組む農

業団体に対する助成でございます。 

 次に、中ほどでございますが、土壌保全対

策事業費でございますが、今回8,700万円余

を計上しております。 

 これは、説明欄にございますが、昨年４月

から施行しております地下水と土を育む農業

推進条例に基づきます推進事業でございまし

て、県民運動の展開や生産者が行う環境保全

型農業への支援等に要する経費でございま

す。 

 次に、５ページをお願いいたします。 

 次のページ、５ページの農業研究センター

費の下の欄でございますが、企画経営情報費

でございます。今回１億7,600万円余を計上

しております。これは、右の説明欄にござい

ますが、１番目の農研センターの備品の整備

や、２の革新的技術開発・緊急展開事業によ

ります農産物の高品質化や輸出拡大に向けた

新技術等の開発研究に要する経費でございま

す。 

 農業技術課の合計で、一番下でございます

が、Ｃ欄、２億7,500万円余を計上しており

ます。よろしくお願いいたします。 

 次に、この同じ資料でございますけれど

も、ページが飛びますけれども、37ページで

ございます。 

 37ページの繰り越し関係でございます。農

業研究センター施設災害復旧事業費のうち、

1,000万円余を翌年度へ繰り越しておりま

す。これは、昨年８月の台風15号により被災

しました、阿蘇市にございます草地畜産研究

所農機具格納庫の復旧を行うものでございま

す。 

 繰り越しの理由は、設計において施工方法

や強度、材質等の検討に不測の日数を要した

ためでございます。ことしの８月までには工

事を完了する予定でございます。 

 農業技術課は以上でございます。よろしく

お願い申し上げます。 



第３回 熊本県議会 農林水産常任委員会会議記録（平成28年６月７日) 

 - 7 - 

 

〇酒瀬川農産園芸課長 農産園芸課でござい

ます。 

 薄いほうの資料の、震災分資料の６ページ

をお願いいたします。 

 農作物対策費で、64億9,000万円の増額補

正をお願いするものでございます。 

 ２段目につきまして、右説明欄にあります

とおり、熊本地震営農支援事業でございます

けれども、特に園芸関係において、水が来な

い中で、応急的にタンクやポンプで用水確保

をされました農家に対し、資材経費の２分の

１を補助するものでございます。本事業は４

月14日までさかのぼって対応するものでござ

います。 

 それから３段目、説明欄にありますとお

り、熊本地震被災施設整備等対策事業でござ

います。 

 ベースになっている国の事業は、強い農業

づくり交付金でございます。カントリーエレ

ベーターや選果場など、共同利用施設の多く

が被害を受けたところでございます。これら

の施設の改修、整備に対しまして助成を行う

ものでございます。 

 補助率は、国２分の１に加えて県10分の１

を上乗せするものでございます。64億8,000

万円の予算をお願いしております。 

 農産園芸課の震災分は以上でございます。 

 続きまして、通常分、厚い資料のほうの６

ページをお願いいたします。 

 一番上段の１段目、農作物対策費でござい

ますけれども、６ページ、Ｃ欄に記載してお

りますとおり、21億5,900万円余の増額補正

をお願いするところでございます。 

 主な事業について、御説明をさせていただ

きます。 

 まず、２段目の説明欄にあるとおり、くま

もと茶ビジネス確立支援事業につきまして

は、良質茶の生産、茶の販路開拓等に要する

経費860万円余を計上させていただいており

ます。 

 ３段目の説明欄の２の、くまもとの米・

麦・大豆魅力発信・競争力強化事業につきま

しては、米の販売力強化や消費拡大対策に要

する経費1,660万円余を増額させていただい

ております。 

 １ページ飛ばしまして、次の次、８ページ

をお願いいたします。 

 上段の説明欄の４の「ゆうべに」生産拡大

事業でございます。県が育成したイチゴ新品

種「ゆうべに」のブランド確立に向けたＰＲ

活動に要する経費680万円余の増額補正でご

ざいます。 

 その下、５の攻めの園芸生産対策事業につ

きましては、野菜、果樹、花の園芸ハウス、

機械、施設の導入支援を行うものでございま

して、１億5,480万円余の予算を上程させて

いただいております。 

 下段の説明欄２の、くまもとの花生産流通

推進事業につきましては、花の周年生産・供

給体制をつくるための経費770万円余の予算

をお願いしております。 

 次に、次のページ、９ページをお願いいた

します。 

 まず、上段の説明欄、果樹競争力強化推進

事業でございます。果樹の高品質化のため、

シートマルチ栽培等を進めるための経費

3,650万円余をお願いしております。補助率

は２分の１でございます。 

 それから、中段の説明欄、生産総合事業費

につきましては、国の強い農業づくり交付金

を活用し、通常の共同利用施設、低コスト耐

候性ハウス等の整備を行うものでございまし

て、今回15億8,800万円余の増額補正をする

ものでございます。骨格分と合わせて30億円

余の予算となっております。 

 下段の説明欄の２の、くまもと土地利用型

農業競争力強化支援事業については、米など

の低コスト生産を進めるための広域農場、い

わゆるメガ法人の育成を図るものでございま
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して、9,050万円の予算をお願いしておりま

す。 

 次の10ページをお願いいたします。 

 説明欄４の土地利用型構造改革推進事業に

つきましては、米などの生産組織の育成に必

要となります機械等の整備に対する支援を行

うものでございまして、3,650万円余の予算

をお願いするものでございます。 

 農産園芸課の通常分については以上でござ

います。 

 続きまして、繰り越し分でございます。 

 ただいまの資料の38ページをお願いいたし

ます。 

 ５本の事業の繰り越しをお願いしておりま

す。特に３段目、台風被害等園芸・果樹復旧

対策事業につきましては、ことし１月の豪

雪・低温被害で果樹施設あたりが被害を受け

ておりますので、そういうものに対応するた

めに繰り越しを行うものでございます。 

 それから、４段目の産地パワーアップ事業

につきましては、ＴＰＰ対策として国が２月

に基金を造成しております。２月補正で予算

化をしたものでございます。 

 そのほかの３本の事業につきましては、国

の経済対策に対応した２月補正予算の部分で

ございます。 

 よろしく御審議のほどをお願いいたしま

す。 

 

〇中村畜産課長 畜産課でございます。 

 説明資料震災分、薄いほうの７ページをお

願いいたします。 

 畜産総合対策事業費でございますが、畜産

クラスター事業において、５億8,210万円余

を計上しております。熊本地震復旧等予備費

第１弾決定に対応した復興クラスター事業で

ございます。 

 説明欄のとおり、被災した地域の畜産業の

早期回復や収益力向上を図るため、中心的な

経営体が行う施設、設備の復旧、創造的な復

興に対する助成で、待ち受け予算として確保

しているものでございます。 

 続きまして、厚いほうの通常分の11ページ

をお願いいたします。 

 上段の畜産総合対策事業費でございます

が、畜産クラスター事業で７億1,050万円余

を計上しております。これは、先ほど説明し

ました震災版クラスター事業の通常事業でご

ざいます。 

 説明欄のとおり、中心的な経営体が行う畜

舎等の整備に対する助成でございます。 

 下段の、畜産生産基盤総合対策事業費でご

ざいますが、家畜の改良や増殖等を図る経費

として9,300万円余を計上しております。 

 主な事業でございますが、説明欄１の家畜

改良増殖総合対策事業は、家畜の能力向上、

増頭、みつ源確保及び家畜導入や種雄牛造成

に要する経費でございます。 

 説明欄の２のあか牛新生産システム緊急対

策事業は、あか牛の受精卵を乳用牛に移植

し、あか牛増頭を図る事業でございます。 

 補正額合計は、12ページ最下段の左から４

番目、Ｃ欄でございますが、８億2,520万円

余をお願いしております。 

 続きまして、39ページをお願いいたしま

す。 

 繰越明許費でございます。畜産課は４事業

で４億4,727万円余を繰り越しております。 

 事業名欄の一番上の畜産クラスター事業

費、３番目の家畜保健衛生所施設整備事業

費、最下段の公社営畜産基地建設事業費は、

地元との調整等に不測の日数を要したため繰

り越したものでございます。全て12月までに

完成する予定でございます。 

 ２番目の阿蘇火山防災畜産対策事業費は、

国の経済対策に呼応した予算であり、２月補

正の予算議決後から年度末までの適正な事業

期間が確保できないため繰り越したものでご

ざいます。 

 事業は、飼料収穫機器等の助成でございま
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す。 

 ４事業が早期に完成できるよう努めてまい

ります。 

 畜産課は以上でございます。御審議のほど

よろしくお願いいたします。 

 

〇鳥井農地・担い手支援課長 農地・担い手

支援課です。よろしくお願いします。 

 まず、震災対応分の８ページをお願いしま

す。 

 農業総務費で、新規ですけれども、施設園

芸集積総合支援事業に1,110万円をお願いし

ております。これは、遊休化ハウスを規模拡

大農家や新規参入農家などの担い手に集積す

るための仲介システム、ハウスバンクを整備

するための事業で、地震で被害を受けた施設

園芸農家の経営再建支援や施設園芸の低コス

ト化を目指すものでございます。 

 次に、農業施設災害復旧費で、まず震災復

旧緊急対策経営体育成支援事業で68億1,200

万円の追加をお願いいたします。これは、５

月補正で予算化をお願いしました、震災で被

害を受けた農業施設の撤去及び再建、修繕の

ための補助事業ですけれども、現時点での農

業施設の被害取りまとめ、明らかになりまし

た被害額に合わせまして、必要額の追加補正

をお願いするものでございます。 

 次の９ページをお願いします。 

 同じく農業施設災害復旧費で、新規で農業

大学校施設災害復旧事業としまして、8,651

万円余をお願いしております。 

 地震によりまして、農業大学校で体育館の

軒天井の剥がれですとか、ガラスハウスのず

れなどの施設被害が発生しておりますので、

その復旧に要する経費でございます。 

 以上、震災対応分で、農地・担い手支援課

で69億961万円余の増額補正をお願いしてお

ります。 

 次に、通常分をお願いします。厚いほうの

資料でございます。 

 13ページをお開きください。 

 農業総務費で、地域営農組織法人化推進事

業で2,337万円余をお願いしております。こ

れは、土地利用型農業の担い手として育成し

ます地域営農組織の組織化、法人化の支援及

び法人設立初期に要する経費の助成をするも

のでございます。 

 次に、その下の農業法人の広域展開支援事

業でございます。1,005万円余をお願いして

おります。これは、中山間地域へ広域的な事

業展開を行う農業法人に対して、機械導入、

設備整備などに対して助成するものでござい

ます。 

 次に、農業改良普及費で、くまもと農のひ

とづくり事業に2,894万円余をお願いしてお

ります。 

 これは、農業者のスキルアップのための農

業アカデミーや農業者の経営能力向上のため

の農業経営塾などの研修の実施に要する経費

でございます。 

 最後に、熊本型新規就農総合支援事業で

す。3,644万円余の増をお願いしておりま

す。若者の就農意欲を喚起するための体験研

修や、就農希望者を相談から定着までトータ

ルに支援する研修機関への助成等に要する経

費でございます。 

 以上、通常分で9,882万円の増額補正をお

願いしております。よろしくお願いします。 

 次に、繰越明許でございます。40ページを

お開きください。 

 農地・担い手支援課で、５事業で４億

3,646万円余の繰り越しをお願いしておりま

す。これは、いずれも国の経済対策に対応す

るものでございます。 

 以上です。よろしくお願いします。 

 

〇村山農村計画課長 農村計画課でございま

す。 

 農村計画課ですけれども、６月補正予算

＜通常分＞をごらんください。主なものを御
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説明いたします。 

 説明資料の14ページをお願いいたします。 

 土地改良施設維持管理事業費でございます

が、これは、土地改良施設の機能保持を図る

ため、土地改良区等が行う整備、補修のため

の資金造成の一部を補助する経費でございま

す。１億2,300万円を計上しております。 

 15ページをごらんください。 

 農業農村整備調査計画費でございますが、

これは、今後県営事業として整備が必要な地

区における基礎調査に要する経費でございま

す。9,620万円を計上しております。 

 16ページをお願いいたします。 

 一番上の県営土地改良調査計画費でござい

ますが、農業農村整備事業の新規予定地区の

事業計画書策定などに要する経費で、国から

の補助を受けて実施するものでございます。

5,100万円を計上しております。 

 一番下の農業農村整備推進交付金でござい

ますが、これは、市町村が行う農業農村整備

事業に対する県の支援に要する経費でござい

ます。１億790万円余を計上しております。 

 以上、農村計画課といたしまして、総額で

３億9,030万円余の補正をお願いしておりま

す。 

 次に、41ページをお願いいたします。 

 繰越明許費でございます。農業農村整備推

進交付金事業費でございます。 

 １月の大雪により用水管の破裂等が生じ、

このため市町村事業が繰り越しとなりまし

て、これに伴いまして県の補助分を繰り越す

ものでございます。 

 農村計画課は以上でございます。よろしく

お願いいたします。 

 

〇西森農地整備課長 補正予算＜震災分＞の

10ページをお願いいたします。 

 ２段目の農地防災事業費でございますが、

右の説明欄にありますとおり、地震で影響を

受けましたため池やダム、海岸堤防や橋梁な

どの重要施設につきまして、緊急点検を行う

ための予算としまして、左から３行目、５億

1,000万円を計上しております。 

 続きまして、４段目の団体営耕地災害復旧

費でございますが、説明欄にありますとお

り、被災しました農地や農業用施設の復旧工

事を行う団体営の補助としまして、251億円

余を計上しております。なお、これは５月１

日時点までに報告された分でありますので、

不足すればまたさらに９月で補正させていた

だこうと考えております。 

 次に、５段目の県営耕地災害復旧費としま

して、説明欄にありますとおり、被災したダ

ムやため池の復旧工法の検討、また、鐙ケ鼻

ため池地区を初めとしました県営実施地区の

復旧工事費としまして、18億3,000万円余を

計上しております。 

 以上、最下段、左から３行目、農地整備課

の地震対策分としまして、合計で275億円余

を計上しております。 

 続きまして、通常分について御説明いたし

ます。補正予算＜通常分＞の17ページをおあ

けください。 

 主なものとしまして、上から２段目、県営

かんがい排水事業費でございますが、農業用

排水路や排水機場等の整備としまして、左か

ら４行目、21地区で６億4,200万円余を計上

しております。 

 続きまして、最下段、単県農業農村整備事

業費でございますが、右側の説明欄を見てい

ただきますと、地域密着型農業基盤整備事業

費としまして5,500万円余、さらに、18ペー

ジの上段、新規事業としまして水田汎用化緊

急支援モデル事業費800万円を計上しており

ます。この新規事業は、非常に希望が多い暗

渠排水を農業者みずからが施工できる暗渠施

工器の製作にかかわる助成及びその効果につ

いて検証を行うこととしております。 

 続きまして、18ページの中段ですね。県営

経営体育成基盤整備事業費でございますが、
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区画整理や用排水施設の整備としまして、左

から４行目、20地区で５億3,000万円余を計

上しております。なお、こちらは債務負担行

為の変更をお願いしております。 

 内容としましては、当初予定しておりまし

た予算額を大きく上回る配分が国からありま

したため、次年度予定しておりましたポンプ

及び電気設備について前倒しして施行したい

と考えております。 

 続きまして、19ページ上段、団体営農業農

村整備事業費でございますが、市町村や土地

改良区が実施します用排水路や区画拡大に関

する費用としまして、37地区、５億7,000万

円余を計上しております。 

 続きまして、下段、農地防災事業費でござ

いますが、防災ダムやため池、海岸堤防等の

整備費としまして、52地区、21億4,000万円

余を計上しております。なお、こちらも債務

負担行為の変更をお願いしており、先ほどと

同様の理由で、次年度予定しておりましたポ

ンプや電気設備について、20ページから21ペ

ージに記しておりますが、４地区について同

様に前倒しして施行したいと考えておりま

す。 

 では、21ページ、お願いいたします。 

 最下段に合計を記載しておりますが、農地

整備課の通常分としまして47億6,000万円余

を計上しております。 

 続きまして、繰り越しについて御説明いた

します。42ページをお願いします。 

 各事業の繰り越し理由につきましては、42

ページ及び43ページにかけまして全部で10事

業を記載しております。 

 43ページの最下段を見ていただきまして、

左から４行目、合計欄、39億8,000万円余を

計上しておりますが、内訳としましては、経

済対策によるものが32億8,000万円余、災害

によるものが２億4,300万円余、設計や計画

によるものが５億3,500万円余となっており

ます。 

 繰り越した地区につきましては、事業効果

が早期に発現できますよう、工事の完了を目

指しているところでございます。 

 続きまして、事故繰越について御説明いた

します。53ページをお願いいたします。 

 １地区4,600万円余をお願いしておりま

す。 

 対象となっております工事は、排水機場の

基礎工事でございます。事前の調査では、支

持層があり必要な支持力を得られる予定でし

たが、予定の深さまで試験ぐいを施工しまし

たところ、所定の支持力が出ませんでした。

このため、新たな支持地盤の調査と設計の見

直しが必要となり、日数を要したことから事

故繰越となったものでございます。 

 現在は漁協との調整により工事が施工でき

ていませんが、６月下旬から工事を再開し、

早急に完了することとしております。 

 農地整備課は以上でございます。御審議よ

ろしくお願いします。 

 

〇今田むらづくり課長 むらづくり課でござ

います。 

 まず、説明資料の震災対策分11ページをお

願いいたします。 

 ２段目の農作物対策推進事業費でございま

す。 

 説明欄の鳥獣被害防止総合対策事業(地震

災害対策分)でございますが、被災した鳥獣

被害防止施設等の復旧等に要する補助でござ

います。3,000万円を計上しております。 

 ４段目の農地・水・環境保全向上対策事業

費でございます。 

 説明欄の多面的機能支払復旧活動支援事業

でございます。被災した農地・農業用施設の

補修等に取り組む集落あるいは活動組織、こ

れを支援するための経費でございます。６億

4,800万円を計上しております。 

 むらづくり課の熊本地震対策補正予算とし

まして、総額６億7,800万円の補正をお願い
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しております。 

 次に、通常分でございます。 

 説明資料、通常分の22ページをお願いしま

す。 

 主なものを御説明いたします。 

 ４段目の農作物対策推進事業費でございま

す。 

 説明欄１の地域ぐるみの鳥獣被害防止対策

パワーアップ事業は、鳥獣被害防止のための

施設整備に要する経費でございますが、

7,640万円余を計上しております。 

 次に、説明資料の23ページをお願いしま

す。 

 ２段目の県営中山間地域総合整備事業費で

ございます。 

 説明欄１の県営中山間地域総合整備事業費

は、中山間地域の農業生産基盤と生活環境基

盤を総合的に整備する経費としまして、４億

7,250万円を計上しております。 

 説明欄２の中山間地域農地集積促進事業で

すが、これは、中山間地域の基盤整備地区に

おきまして、農地集積、農地中間管理機構へ

の農地貸し出し等に応じまして、農家負担を

軽減するための助成としまして、910万円を

計上しております。 

 ３段目の農地・水・環境保全向上対策事業

費でございます。 

 多面的機能支払事業ということですが、農

業、農村の多面的機能の維持、発揮を図るた

めの共同活動や地域資源の質的向上を図る活

動に対する助成で、16億8,300万円余を計上

しております。 

 以上、むらづくり課といたしまして、総額

で22億5,100万円余の増額補正をお願いして

おります。 

 次に、同じ資料の44ページをお願いいたし

ます。 

 繰越明許費でございます。総額１億4,590

万円を繰り越しておりますが、そのページの

中ほどの３段目、県営中山間地域総合整備事

業でございますけれども、繰り越し理由は設

計に関する諸条件によるものでございます。 

 ほかの４事業につきましては、国の経済対

策に対応する繰り越しでございます。いずれ

も年度内完了を予定しております。 

 むらづくり課は以上でございます。よろし

く御審議をお願いします。 

 

〇田中技術管理課長 技術管理課でございま

す。 

 ６月補正予算＜通常分＞の24ページをお願

いします。 

 ２段目、地籍調査費でございます。今回、

地籍調査費といたしまして、８億6,000万円

余の増額補正をお願いしております。 

 これは、説明欄にもあるとおり、市町村が

国土調査法に基づき１筆ごとに境界等を明ら

かにし、地籍図や地籍簿に取りまとめる地籍

調査事業に対する助成でございます。本年度

は、熊本市ほか14市町村で実施の予定です。 

 技術管理課は以上です。よろしく御審議を

お願いします。 

 

〇赤羽森林整備課長 森林整備課でございま

す。 

 資料、震災分、薄いほうの冊子ですけれど

も、こちらの12ページをお願いいたします。 

 右端の説明欄に記載のとおり、林業研究指

導所施設災害復旧事業といたしまして、新規

に4,300万円余の補正をお願いしておりま

す。これは、熊本地震により被災した林業研

究指導所の復旧整備を行うものでございま

す。 

 森林整備課、震災分は以上でございます。 

 続きまして、厚いほうの冊子、資料、通常

分のほうをお願いいたします。 

 25ページをお願いいたします。 

 主な事業について御説明させていただきま

す。 

 まず、上段でございますが、右端の説明欄
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に記載の、シカによる森林被害緊急対策事業

として、Ｃ欄のとおり、新規に850万円の補

正をお願いしております。これは、県内でこ

れまで取り組み事例のない鹿の捕獲方法や行

動把握方法等のモデル的な実施を行うもので

ございます。 

 次に、下段でございますが、造林事業費と

いたしまして、右端の説明欄に記載の民有林

における森林整備の基本となる森林環境保全

整備事業の８億200万円余を主なものとし

て、Ｃ欄のとおり８億2,300万円余の増額補

正をお願いしております。 

 これらを含めまして、森林整備課の通常分

といたしまして、１枚めくりまして26ページ

の一番下の段のＣ欄のとおり、９億9,670万

円余の増額補正をお願いしております。 

 資料飛びまして、同じく通常分の45ページ

をお願いいたします。 

 繰り越し関係でございますが、森林環境保

全整備事業を初め全７事業で、18億9,800万

円余を繰り越しております。 

 理由といたしましては、計画、設計に関す

る諸条件等によるものでございまして、いず

れも年度内に完了する予定です。 

 森林整備課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

〇三原林業振興課長 林業振興課でございま

す。 

 震災分の資料13ページをお願いします。 

 １段目、林業振興指導費で１億5,018万円

の増額補正をお願いしております。 

 説明欄に記載しておりますとおり、木材加

工流通施設等復旧対策事業として、被災しま

した木材加工流通施設等の復旧に補助を行う

ものです。 

 次に３段目、林道災害復旧費で１億3,030

万円の増額補正をお願いしております。 

 説明欄に記載しておりますとおり、市町村

が施行します林道施設の復旧に補助をするも

のでございます。 

 震災分は以上でございます。 

 続きまして、厚いほうの通常分の27ページ

をお願いいたします。 

 ２段目、木材産業振興対策費で5,674万円

の増額補正をお願いしております。 

 説明欄３に記載しておりますとおり、木質

バイオマス等エネルギー対策事業として、木

質バイオマス燃料の原料調達、製造、配送に

対する補助を行うものです。 

 次に、最下段、県産木材需要拡大対策費で

1,248万円余の増額補正をお願いしておりま

す。 

 説明欄に記載しておりますとおり、県産木

材アジアマーケット開拓事業として、県産木

材の製材品も含めた海外輸出に向けた販路開

拓を行うものです。 

 次に、28ページをお願いします。 

 ２段目、林業・木材産業振興施設等整備事

業費で、１億5,085万円余の増額補正をお願

いしております。 

 説明欄１の林業・木材産業振興施設等整備

事業として、木材加工流通施設や木造公共施

設等の整備に対しての補助として8,150万円

余、説明欄２の林業・木材産業生産性強化対

策事業は、ＴＰＰ関連として、生産性向上等

の体質強化を図るため、施設等の整備に対す

る助成として6,930万円余を計上しておりま

す。 

 次に、下から２段目、林道事業で３億

1,600万円の増額補正をお願いしておりま

す。 

 説明欄に記載しておりますとおり、県営林

道の開設を行うものでございます。 

 最下段で、林業振興課合計、補正額Ｃの欄

でございますが、合計で５億3,678万円余の

増額補正をお願いしております。 

 続きまして、46ページをお願いいたしま

す。 

 繰越明許費計算書でございます。１段目の
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地域林業担い手実践モデル事業費から４段目

の林業・木材産業生産性強化対策事業費まで

が経済対策分として、次の段の県営林道事業

費から次のページ47ページの下から２段目、

現年林道災害復旧費までが計画や設計、用地

に関するもので、計11事業59カ所、12億806

万円余の繰り越しとなっております。いずれ

も早期発注や計画施行に努め、年度内に完成

する予定でございます。 

 林業振興課は以上です。よろしくお願いし

ます。 

 

〇長谷川森林保全課長 森林保全課でござい

ます。 

 説明資料震災分の14ページをお願いいたし

ます。 

 ２段目、緊急治山事業費です。19億2,100

万円の増額補正をお願いしております。これ

は、今回の地震で発生した山地崩壊の中で、

特に緊急を要する長野地区ほか19地区を復旧

するものでございます。 

 ３段目、単県治山事業費です。１億9,080

万円余の増額補正をお願いしております。こ

れは、小規模の崩壊地など国庫補助事業の対

象とならない狩尾地区ほか19地区を復旧する

ものでございます。 

 ５段目、現年治山災害復旧費です。17億

6,500万円余の増額補正をお願いしておりま

す。これは、今回の地震により被災した治山

施設について、内早川地区ほか13地区を復旧

するものでございます。 

 震災分は以上でございます。 

 続きまして、説明資料通常分の29ページを

お願いいたします。 

 ２段目、治山事業費です。29億3,500万円

余の増額補正をお願いしております。これ

は、山地災害箇所の復旧や山地災害危険箇所

の予防を行うものでございます。 

 ３段目、単県治山事業費です。8,000万円

余の増額補正をお願いしております。これ

は、国庫補助の対象とならない山地災害の復

旧や治山施設の維持管理を行うものでござい

ます｡ 

 30ページをお願いいたします。 

 ２段目、保安林整備事業費です。２億

7,080万円余の増額補正をお願いしておりま

す。これは、保安林の機能を維持強化するた

めに、下刈りや本数調整伐等を実施するもの

でございます。 

 続きまして、資料の48ページをお願いいた

します。 

 繰越明許費の報告でございます。48ページ

の治山事業費から49ページの現年治山災害復

旧費まで、８事業33億7,800万円余を繰り越

しております。理由としましては、国の経済

対策への対応や地元との調整等に不測の日数

を要したものでございます。 

 森林保全課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

〇木村水産振興課長 水産振興課でございま

す。 

 熊本地震対応分のほうの資料をお願いいた

します。 

 15ページでございます。 

 水産施設災害復旧費でございます。これ

は、被災した県有施設を補修、解体するもの

でございまして、現年水産施設災害復旧費で

8,191万円余の増額をお願いしております。 

 右の説明欄中、１の新規事業、漁業取締事

務所、これは三角にございますが、施設災害

復旧事業ほか３事業でございます。 

 次に、16ページをお願いいたします。 

 共同利用施設災害復旧費でございます。被

災した漁協等が所有する共同利用施設の補修

につきまして、国の災害復旧事業を利用する

場合に対応する予算でございます。現年共同

利用施設災害復旧費で6,500万円の増額をお

願いしております。現時点で５施設が計画を

予定しているところでございます。 
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 続きまして、６月補正予算＜通常分＞につ

いて御説明いたします。 

 通常分の資料31ページをお願いいたしま

す。 

 上段の水産業振興費でございます。内水面

漁業振興費で243万円余の増額をお願いして

おります。これは、新規事業といたしまし

て、アユ資源維持緊急対策事業によるもので

ございます。主要河川におけるアユの遡上が

２カ年連続で低いレベルでございましたこと

から、主要河川に受精卵を設置してアユの資

源維持を図るものでございます。 

 次に、下段の水産研究センター費で983万

円余の増額をお願いしております。 

 説明欄２に、新規事業としてクロマグロ養

殖振興技術開発事業をお願いしております。

これは、県内クロマグロの養殖業を振興する

ため、まず最初にクロマグロの稚魚の生産技

術の開発を水産研究センターで行うものでご

ざいます。 

 また、クロマグロ養殖振興施設整備事業

で、下段でございますが、8,796万円余の債

務負担行為の追加をお願いしております。こ

れは、クロマグロ人工種苗生産試験に必要な

ろ過回数を確保するため、ろ過施設を整備す

るものですが、平成29年度当初からの事業の

実施が必要なため、債務負担行為の設定を行

うものでございます。 

 以上、最下段、課計の欄でございますが、

水産振興課といたしまして６月補正震災分と

して１億4,691万円余、通常分として6,307万

円余の、合計２億998万円余の増額をお願い

しております。 

 続きまして、繰り越しについて御説明いた

します。 

 50ページをお願いいたします。 

 １億167万円余の繰り越しをお願いしてお

ります。これは、水産研究センター施設保全

事業費でございまして、平成27年度から実施

しております本館の雨漏り改修工事において

屋根の改修を行うものですが、非常に構造が

特殊であるため、設計内容の検討に不測の日

数を要したことにより繰り越したものでござ

います。年度内には完成する予定で進めてお

ります。 

 水産振興課は以上でございます。よろしく

お願いします。 

 

〇田尻漁港漁場整備課長 漁港漁場整備課で

ございます。 

 まず、６月補正分震災分の主なものの内容

について御説明します。震災分の資料の17ペ

ージをお願いします。 

 現年漁港災害復旧費としまして３億6,180

万円をお願いしております。 

 主なものとしましては、説明欄にあります

とおり、１番目の塩屋漁港など県管理漁港施

設の災害復旧に係る費用として、現年漁港災

害復旧費に３億1,350万円、３番目の小規模

な補修等に要する費用としまして、単県漁港

漁場施設災害復旧費に2,000万円、４番目の

松合漁港、串漁港など市町村の災害復旧に係

る測量、設計に要する費用としまして、市町

村漁港災害復旧設計調査費に2,500万円を計

上しております。 

 続きまして、６月補正の通常分の主な内容

について御説明します。 

 通常分の32ページをお願いいたします。 

 まず、上段の沿岸漁場整備開発事業費でご

ざいますが、覆砂や藻場造成を行う事業でご

ざいまして、3,273万円をお願いしておりま

す。 

 次に、３段目の漁港建設管理費といたしま

して、34ページにかけまして14億2,744万円

余をお願いしております。 

 32ページの４段目でございますけれども、

地域水産物供給基盤整備事業費につきまして

は、市町村が管理する漁港などの整備を計画

的に行うための助成でございます。 

 33ページをお願いします。 



第３回 熊本県議会 農林水産常任委員会会議記録（平成28年６月７日) 

 - 16 - 

 上段の漁港施設機能強化事業費につきまし

ては、防波堤や護岸のかさ上げなどの改良

等、漁港施設の機能強化を行うものでござい

ます。 

 下段の漁港関係港整備事業費につきまして

は、説明欄にありますように、１番目の港湾

と漁港を一体的に整備する費用、２番目の漁

港施設の延命化及び更新コストの縮減並びに

平準化を図るための機能保全工事などを行う

費用でございます。 

 34ページをお願いします。 

 上段の水産流通基盤整備事業費につきまし

ては、品質・衛生管理の向上等に資する漁港

の整備を行うものでございます。 

 中段の水産生産基盤整備事業費につきまし

ては、漁場などと当該漁場に関連する漁港施

設の整備に要する費用及び熊本市に対する助

成でございます。 

 最下段の課計の欄のとおり、漁港漁場整備

課といたしましては、６月補正の震災分とし

て３億6,180万円、通常分としまして14億

6,017万円余の、合計18億2,197万円余の増額

をお願いしております。 

 続きまして、繰越明許費について御説明し

ます。 

 当資料の51ページをお願いいたします。 

 51ページから52ページにかけまして、計画

に関する諸条件や補償処理の困難等により、

農林水産業費を11事業、また、52ページ下段

の災害復旧費の２事業について繰り越しをお

願いしております。 

 52ページ下段の課計に記載しております

が、繰越額の合計は15億500万円余でござい

ます。いずれも年度内には全て完了する予定

でございます。 

 漁港漁場整備課は以上でございます。御審

議のほどよろしくお願いします。 

 

〇髙野洋介委員長 以上で執行部の説明が終

わりましたので、議案等について質疑を受け

たいと思います。質疑はありませんか。 

 

〇松野明美委員 質問の前に、一言おわびを

申し上げます。 

 このたびは、髙野委員長、そして早田副委

員長を初め委員の皆様方、そして執行部の皆

様方には、本当に大変申しわけなく思ってお

ります。深くおわびを申し上げます。 

 今後とも、こういうことが二度とないよう

に一生懸命努めてまいりますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。本当に申しわけご

ざいませんでした。 

 質問を。補正予算の震災分の３ページをお

願いいたします。 

 新規事業としまして、農業共済加入促進事

業としまして、これまでの予算の、これも約

25倍に補正予算がなっておりますが、具体的

にもう少し説明をお願いいたします。 

 

〇杉山団体支援課長 農業共済加入促進事業

につきまして、御説明を申し上げます。団体

支援課でございます。 

 農業共済につきましては、昨年度の台風15

号によりまして、果樹共済と園芸施設共済の

加入率の低さが改めて問題になりました。 

 そのために、県の内部に検討会を設けまし

て、制度の課題とか問題点を整理しながら、

この加入率の低さにつきましても原因を分析

してきたところでございます。半年かけて分

析をしてまいりました。 

 その際に、その結果といたしまして、今

回、果樹共済と園芸施設共済につきまして加

入促進を図る意味をもちまして、農家の掛金

について市町村と連携をいたしまして支援し

ていくということで、加入率のアップにつな

げていきたいというふうに思っております。 

 

〇松野明美委員 私は人件費なのかなと思っ

たんですが、加入率の…… 
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〇杉山団体支援課長 加入率を上げたいとい

う施策でございます。 

 

〇松野明美委員 わかりました。沖縄県のほ

うではサトウキビ共済というのがありまし

て、51.2％ほどの加入率があるというのを聞

いたんですが、その加入率の目標といいます

か、何かあるんでしょうか。 

 

〇杉山団体支援課長 基本的には、年間でせ

めて５％は上げていきたいと。それぞれ５％

のアップ率を目指していきたいというふうに

思っております。 

 現在それぞれの果樹共済、園芸施設共済が

かなり加入率の下落が顕著なものですから、

そこを少しでも上げたいということで、今の

目標としては年間５％アップを目指したいと

いうふうに思っています。 

 

〇松野明美委員 最終的にはどれくらいの加

入率を目標にされているんでしょうか。 

 

〇杉山団体支援課長 少しでもアップしたい

というところはございますけれども、しかも

――掛金の支援をしてまいりますが、掛金の

支援がなくても、やはり共済制度の必要性を

認識していただく必要がございますので、何

％までというところまでは持っておりません

けれども、今申し上げましたように、この事

業によりましては年間５％のアップを目指し

ていきたいというふうに思っております。 

 

〇松野明美委員 はい、わかりました。 

 

〇髙野洋介委員長 ほかにございませんか。 

 

〇吉田孝平委員 済みません。通常分の22ペ

ージをお願いします。 

 鳥獣被害対策として「人材育成や技術の普

及等」と書いてありますけれども、具体的に

内容を教えていただいてよろしいでしょう

か。 

 

〇今田むらづくり課長 被害防止の施設のこ

とかと思いますが、被害防止に要するいわゆ

る電柵等の施設の整備に係るものもございま

す。 

 あと、被害を防止するためには、地域での

活動等を指導していくことも必要です。鳥獣

を寄せつけないような対策ですね。そういう

研修等に要する経費等も含めて計上している

ところでございます。 

 

〇吉田孝平委員 済みません。こういった震

災の時期なんですけれども、引き続き鳥獣対

策のほうに力を入れていただきたいというお

願いをします。 

 私の地元である美里町のほうは、まだまだ

鳥獣被害のほうが多く出ておりますので、ど

うぞ引き続きよろしくお願い申し上げます。 

 

〇髙野洋介委員長 要望でいいですか。 

 

〇吉田孝平委員 はい。 

 

〇髙野洋介委員長 ほかにございませんか。 

 

〇西聖一委員 何点かお聞きしたいんですけ

ど、最初にちょっと全体的な話で、事業費が

もう御存じのとおり総括表でわかりますが、

震災分それから通常分、補正加えて、補正前

が510億で、補正後が1,160億ですね。さら

に、これに繰越事業も加えると相当な量で、

特に農地整備関係、森林関係、整備関係の事

業費が膨らんでいるんですけれども、議会質

問の中でも私は言ったんですが、その対応す

る人材の確保ですね、不足するのはわかって

いるんですけれども、それについて部長は、

この事業を推進するに当たってどれくらい必

要だというような把握とか調査みたいなのは
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しているんですかね。 

 

〇白石農林水産政策課長 人員とか体制を所

管しておりますので、まず私のほうから簡単

にお答えさせていただきたいと思います。 

 西委員御心配のとおり、非常に、予算もト

ータルで1,100億円を超える、2,000億円を超

えるということで、事業量が非常に多くなっ

てきているという状況は認識しております。 

 特に農業土木それから林業職については、

現場での対応等々、公共事業の発注量も多く

なってきておりますので、そういう中で、基

本的には、まず庁内の職員の配置調整を行う

というのを基本に、今全国知事会を通じまし

て、ほかの県から具体的には農業土木で７名

それから林業職でも７名応援をいただいてい

るところでございます。 

 引き続き、今後の業務量の把握をしなが

ら、全国知事会それから部内での配置調整も

含めてしっかり、１人当たりの業務量が過多

にならないように対応していきたいというふ

うに考えているところでございます。 

 

〇西聖一委員 もう本当、そこはお願いしま

す。仕事もあれですし、被災をされている方

も多いですし、また災害復旧で仕事、公務外

で応援に行っているんですよね。余り言って

はいかぬけど、これまでも農林水産部には不

幸な方もちょっと、やっぱり仕事――聞いて

いるので、特に人の配置に気をつかっていた

だきたいと思います。 

 あと通常のやつなんですけれども、３ペー

ジの担い手育成の企業参入促進に対する支援

と、それから同じような感じで、13ページで

すね、これはもう人づくりの支援があるんで

すけれども、何か似たような事業で、片方は

企業に支援して、片方は受け入れ農家等に支

援するという感じで受け取っていいのかどう

か、ちょっと違いを教えていただきたいと思

います。 

 

〇荒木流通アグリビジネス課長 まず３ペー

ジの事業ですけれども、新しい農業の担い手

育成費という範疇ではくくっておりますけれ

ども、委員御指摘のように、これはあくまで

外部から農業のほうに参入をしていただく企

業の方々を対象にした事業というふうに考え

て、実施をさせていただいております。 

 

〇鳥井農地・担い手支援課長 担い手支援課

でございます。 

 13ページの農業法人の広域展開支援事業の

ことだと思いますけれども、これにつきまし

ては、農業法人が中山間地域等に新たに展開

する場合の機械等の助成ということでござい

ます。 

 

〇西聖一委員 やっぱり企業と法人で分けて

いるという形ですかね。 

 あと、もしよければ指導農業士とか受け入

れ農家の方にも大分参入の方が入ってきて、

そういう場でもその支援が欲しいということ

で、具体的に言うと、トラクター１つ買うに

しても参入者は買う資金がないので、受け入

れ農家がもうかわりに買ってあげて貸してい

るという事例もお聞きしているので、そうい

う対策もその個人の農家の支援というか受け

入れのための支援ということで捉えて、企業

法人に加えた指導農業士関係の受け入れのた

めの支援を入れていただければというふう

に、これは要望いたします。あるのかもしれ

ませんけど、今多分ないんじゃないかと思い

ます。 

 それから、４ページです。 

 ＡＬＬくまもと農産物生産支援体制強化事

業で、農協の中に広域指導員を育成するとい

うふうにありますが、私も普及の現場におっ

てよくわかるんですけれども、もともと広

域、県のほうでは普及員がいるので農協の中

に要るのかなというのが１つと、この農協が
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自分で大体技術者を養成しなければならない

ところを、何で県がお金を出しているのかな

というのがちょっとわからないんで、教えて

ください。 

 

〇堤農業技術課長 技術課でございます。 

 済みません１点、最初のほうの質問をもう

一回よろしいでしょうか、ＡＬＬくまもと

の。 

 

〇西聖一委員 はいはい。もともと技術指導

は普及員が担っている部分がありますよね、

広域的にですね。それで、農協も広域化して

いるから農協も技術指導員はいるんでしょう

けれども、自前でするべきところを何で県の

予算を手当てするのかというのがわからない

ということです。 

 

〇堤農業技術課長 農業技術課でございま

す。 

 この事業、新規事業でございますけれど

も、もともと農協のほうも県のほうも普及体

制がちょっと若干、人的に不足しているとい

うことで、まあ両方とも資質を向上していこ

うということの一環で、普及体制を強化する

ためにこのような事業を仕組んだところでご

ざいます。 

 それで、農協等の連携強化を図っていこう

ということで、かねてよりＪＡ中央会のほう

と協議を重ねてきたところでございますけれ

ども、今年度からＪＡのほうの熊本中央会の

ほうに担い手法人サポートセンターという担

い手を支援する、あるいは広域的なＪＡの枠

を越えた営農指導体制を強化していこうとい

うセクション、組織を設けられたということ

で、タイミングよくこのＡＬＬくまもとのほ

うで、そういった広域的な営農指導に当たれ

るような人材のほうを支援していこうという

ことで、この事業で中央会のほうに、その担

い手、ＪＡのほうの営農指導を強化するため

の指導員の養成を図っていこうということ

で、この事業を創設したところでございま

す。 

 

〇西聖一委員 では、担い手法人サポートセ

ンターの人件費補助と考えていいんでしょう

か。 

 

〇堤農業技術課長 人件費補助プラスの活動

費、旅費とか需用費等を含まっております。

活動費でございます。 

 

〇西委員 わかりました。 

 24ページです。地籍調査を進めていらっし

ゃいますけれども、これは城下議員からもあ

りましたが、国土地理院がどう発表するかわ

かりませんけど、断層のずれ等が生じて基準

点のずれ、それからねじれ、いろいろしてい

るもんですから、地籍調査はこれから非常に

難しいんじゃないかと思うんですけれども、

その点はどのように考えているんでしょう

か。 

 

〇田中技術管理課長 委員御指摘の基準点の

ずれというのは、国土地理院の資料にもあり

ますけれども、長陽地点という、阿蘇にあり

ますけども、ここで南西方向に97センチ、熊

本地点で北東方向に75センチずれているとい

う報告があっております。 

 この国家基準点につきましては、国土地理

院のほうで修正されますので、それはそれで

いいんですけれども、地籍調査で落としてお

ります地籍図根点、これにつきましても、今

回の地震が激しくて変動が大きかったところ

につきましては、再調査が必要になるのでは

ないかと考えております。 

 これにつきましては、現在、国土交通省の

地籍整備課のところに、国の直轄でできない

かという要望をやっております。 
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〇髙野洋介委員長 答弁していただく方々に

申し上げますけれども、ちょっと聞き取りづ

らいんで、もう少しマイクに近づけるか、少

し声を張ってもらって答弁してもらうと非常

に助かりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 

〇西聖一委員 国に要望していただけるな

ら、もう本当にいいと思いますけれども、や

っぱり調整する中で財産の主張とかいろんな

面が出てくると思うので、慎重にそして地元

の意見は聞きながら進められていただければ

と思います。 

 あと２点です。 

 27ページですけれども、木材のほうもアジ

アマーケット開拓ということで進められるこ

とは非常に喜ばしいと思いますが、具体的に

どんなニーズ、県の木産材を欲しがっている

のかを、ちょっと教えてください。 

 

〇三原林業振興課長 木材の輸出につきまし

ては、現在のところ、主な輸出は丸太でござ

います。丸太の、言うならばグレードの低い

丸太を中国あるいは韓国に輸出しているとい

うのがメインなんですが、丸太だけではなく

て、製品もあわせて輸出していこうという動

きでこれを仕組んでおります。 

 例えばの話なんですが、和を基準といたし

まして、和室の中で、畳とかもセットにした

形で、言うならば中国の上流層の、例えば料

理店であるとか、そういったところにセット

で売り込むために、いわゆるプレゼン用の一

つのキットみたいなのをつくってＰＲをする

とか、そうすることによって製材品、通常製

材品であれば丸太を現地に持っていきまして

現地で引いたほうが多角的なメリットが非常

に多うございますので、それではしかし国内

産業としては成り立っていきません。ですか

ら、少しでも高付加価値をつけるために製品

を売り込みたいということで、和というもの

をキーワードに、ひとつ和室という視点で売

り込みを今回かけていこうかなということで

予算を組んでいるところでございます。 

 

〇西聖一委員 はい、よくわかりましたの

で、どんどん頑張っていただきたいと思いま

す。 

 最後です。繰り越しの分で43ページです

が、いろいろ私も繰り越しの理由を考えた人

間としてお尋ねしたいのが、56と書いてある

番号の資材の入手困難というのは何なのかな

と思って。当初計画を立てるときは、当然資

材の手配も済んだ上でする中で、よっぽどの

事情なのかなと思いますけれども、どういう

ことでしょうか。 

 

〇西森農地整備課長 災害ですので、もとも

と発生した時期が、その資材があるかどうか

というよりも、まずは復旧ということで発注

してますものですから、それを復旧資材を搬

入しようとしたら若干おくれたというような

状況でございます。 

 以上です。 

 

〇西聖一委員 この復旧は、この震災の復旧

じゃなくて、その前の台風被害の復旧でしょ

う。 

 

〇西森農地整備課長 台風被害でございま

す。前年度ですから。 

 

〇西聖一委員 それでやっぱり、その時点で

資材が不足している。１年前の話ですよね。 

 

〇西森農地整備課長 27年度一般会計繰越明

許ですから、27年度から28年度の報告になる

形になりますので。 

 

〇西聖一委員 １年前だと、今回の地震みた

いな急な発生じゃなくて、台風が終わって秋
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口からずっと進めた中での繰り越しというこ

とでしょう。 

 

〇西森農地整備課長 はい。 

 

〇西聖一委員 そして物が足りないという話

がやっぱりあるわけですかね。 

 

〇西森農地整備課長 私は、資材の入手困難

と聞いていまして、済みません、ちょっと調

べさせてください、申しわけございません。 

 

〇西聖一委員 長くなりましたが、以上でご

ざいます。 

 

〇村上寅美委員 部長か審議監に尋ねたいけ

どね、まあ吉田君がいるから詳しいと思うけ

ど、建設の入札関係で、当然、経験技術者と

いうのが適用に条件に入っているわけだね。 

 ところが、それが足りぬもんだから、ずっ

と養うとけばずっと１年間給料を出さなんけ

ん。半年ぐらいの実績がないとだめだという

ような県の規約がたしかあるんじゃないか

な。 

 それでね、それはそれでいいけど、一現場

に使ったらもう使えないだろう、その人間

は。だろう。だから、そこは、こういう災害

とかどうとかあるとき、やっぱりその辺のと

ころはちょっと検討してもらわないと、入札

の不調とか、それから今進んでおらぬどが、

進んでおらぬはずよ、どがんかい。吉田君の

ほうが詳しいけど。入札参加が少ないはず

だ。というのは、技術屋持たぬけんたい。だ

けん、これで詰まってしもうて、これは災害

もあるし、それから国もあるからね。国の事

業もしよっとだろう。だから足らぬわけ。な

ぜか。一つ河内のとの出たったい。それで何

で入札のこがん少なかつかと聞いたら、希望

者がおらぬわけたい、技術者がおらぬという

ことで、基本的に。 

 だから、これは全般的に言えるんじゃない

かなと思うから、例えば、金額にもよるけ

ど、兼務はできぬのかね。誰かこれは、課

長。わからんなら部長たい。 

 

〇髙野洋介委員長 ここは部長じゃなかで

す。 

 

〇村上寅美委員 部長が総括しとかなでけぬ

たい、これは。 

 

〇田中技術管理課長 建設工事に係ります配

置予定技術者の取り扱いでございますけれど

も、これにつきましては建設業法の一部改正

がありまして、土木一式ですかね、これにつ

きましては5,000万――これは管理技術者で

ございますが、の選任は5,000万から7,000万

に引き上げてございます。それ以外の工事に

ついては2,500万が3,500万に上がっておりま

す。 

 要は、金額を引き上げることによりまし

て、配置予定技術者を専任ということがちょ

っと緩和されているということでございま

す。 

 

〇村上寅美委員 金額は努力しよるのはわか

るけど、もう要望にしておくけどね、実際せ

っかく国、県が発注しているのに入札ができ

ないような建設業の状況というのは――特に

災害でしょう、うちは。災害だからやっぱり

応急にやらんといかぬ。そういうとき、資格

で切ってしまうと、入札する者はおらぬごて

なってしまう。その辺ば、これは誰がプロ

や、ちょっと要望しておくけん検討してくれ

んかね。 

 

〇白石農林水産政策課長 農林水産政策課で

ございます。 

 今、村上委員がおっしゃったことも含めま

して、土木部のほうでもしっかり、前回の広
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域大水害の例もありまして、１社入札の問題

とか技術者の問題とかありますので、入札方

式の簡略化とかそのあたりも含めて、今見直

しを検討されております。近々方針が出るか

と思いますので、そういったことで農林水産

部としても対応していきたいと思っておりま

す。 

 

〇村上寅美委員 近々出るかと思うけどと言

って、今俺が言ったことは要望しているの。

要望しなくて結論が出るのなら。 

 

〇白石農林水産政策課長 監理課とも、我々

もそういった問題認識は持っておりまして、

事前に検討しているところでございます。 

 

〇村上寅美委員 はい、それで結構です。い

いですか。 

 

〇髙野洋介委員長 はい、どうぞ。 

 

〇村上寅美委員 それから、もう一つは、海

面養殖ということで、これは水産だけど、局

長、これから赤潮とかいろんな問題があるか

ら、陸上養殖に変わると僕は思う。マグロだ

って、ウナギだけじゃなくて。だから、内水

面養殖に対して、養殖業自体がこれは――９

日の日も長官のところに漁協を連れていくけ

ど、もう要望もしておるけど、セーフティー

ネットあたりの養殖業というのは――前回言

ったかな僕は、養殖業というのは餌食わせな

んけんね。餌食わせるというのは、何百万と

１日要るんですよ。だからハード面はようし

てある、ハード面の政策はようとってあるけ

ど、ソフト面のこれ運転資金等がやっぱり養

殖は一番肝要なんですよ。毎日身銭が要るわ

けだけん。だから、ぜひこれはセーフティー

ネットて、これは長谷次長にも、彼に直接話

もして、ちょっと中小企業並みに――中小企

業は、保証協会で8,000万は担保なし、２億

はあれで、これは10年間、５年で繰り返すか

ら、10年まではそういう融資制度があるわけ

たい、中小企業はね。 

 農林水産、これは農林も何か、農林と水産

といえば、またこがん違うもんね。違うとた

い。ほとんど水産はない。だから、これは農

林水産部だからぜひしてもらいたいなと、基

準をね。というのはこれも言ってある、本庁

には。言ってある。それでもってセーフティ

ーネットを何とか検討してくれと。だから、

これ議員連盟まで、議員連盟が今、森山大臣

だから、大臣ともしょっちゅう会っているか

ら、これも検討してくださいと言って、検討

しますという話だから、ぜひ地方議会から

も、特に熊本県はそういう農林水産県ですか

ら、その辺の要望も含めて、ぜひ部長のとこ

ろで取りまとめをして、これも要望で結構で

すけどね。今できるできないはできないけ

ど。 

 だから、そういう点で行き詰まるわけた

い。特に水産というのはまた農業と違って、

やっぱあすの飯が食えないような状況だよ、

これは。それも決して阿蘇が悪いわけじゃな

いけど、白川、緑川、菊池川、全部有明海は

ため池だから、最後の。流すなと言ったっち

ゃ流れてくっとだけん。これが128年もヘド

ロが堆積しているわけよ。それによって実

際、築地の市場にしろ熊本の市場にしろ、取

り扱いの魚の水揚げ、取り扱い自体が半分に

なっているから。ところが、そういう問題、

事故じゃないもんだから。だからぜひ今度委

員会でも言ってほしいと思うのは――潟に入

ってもらうとね、引き上げられぬごとなるか

もしれん。そぎゃんあると、沿岸が。こうい

う実態を見てもらったら、これはもう大変だ

と。毎年毎年、熊本の場合はノリ漁連と言っ

ているけど、ノリも全然、3,000万、5,000万

取るけど、機械でやられるのと、それから質

が落ちてくる。ずっと毎年落ちてきているか

ら。だから、そういう面でハード面は、もう
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ヘドロをどうするかといった答えが出ておる

わけだから、人工島をどこかにつくるか、湾

岸道路を急いでこっちに入れ込むかどうかし

ないと、覆砂の効果だって出てないんです

よ、今、前からしたら。 

 ちょっと局長コメントくれ、これには。 

 

〇平岡水産局長 ヘドロの話につきまして

は、特別委員会のほうでもいろいろとこう御

意見もいただいておりますし、私どもも４県

協調の取り組みをやるそういう協議の場にお

きましても、再三そういった、熊本県におき

ましては泥土が堆積しているのは非常に大き

な問題であって、これを何とか解決しないと

有明海の再生はできないと。 

 今調査を行っているところですが、その調

査結果を何とか抜本的な対策につなげてほし

いということで、これまでもずっと要望して

きておりますし、そういった場でも引き続き

要望していきたいというふうに思っていま

す。 

 県でできる話ではないし、国のほうも一つ

の省庁でできるような問題ではございません

ので、特措法の関連する省庁で、関係省庁で

連携して、そういう取り組みをやってほしい

ということで、これからも議会と一体となっ

てそういった要望をしていきたいというふう

に思っております。 

 

〇村上寅美委員 積極的だな、積極的にやる

ということね、答えはないけど。 

 ちょっと調査は県ではできないの。 

 

〇平岡水産局長 現在、泥土の堆積状況につ

いては、九州農政局のほうで調査を、私ども

の要望を受けまして調査をやってもらってい

るところですので、そういった調査結果なり

を踏まえて、関係省庁で対策に取り組んでも

らえるように、先ほどと同じになりますけれ

ども、引き続き要望していきたいというふう

に思っております。 

 

〇村上寅美委員 それはそれで結構だけど、

農政局には要望しただけでボールを投げただ

けで、県で、八代海、天草、有明海、そうい

う要望があったならば、県で実態を把握しと

かないと。それはしとるね、把握は。 

 

〇平岡水産局長 泥のことにつきましては、

県のほうでは、何といいますか、取り組みと

いうか調査は行っておりませんけれども、先

ほど委員がおっしゃった八代海につきまして

も、そういった必要性等については特別委員

会のほうでも話がされておりまして、今関係

の部局が一応県の窓口となってその辺検討を

進められているところでございます。 

 

〇村上寅美委員 もう要望ですけどね、西岡

議員といつも話すけど、天草と八代と有明は

違うんですよね、いろいろ要望も何も。その

辺も含めて、ぜひひとつ技術的なもので研究

してもらうように、もう要望です、要望して

おきます。部長に要望だからね。 

 

〇髙野洋介委員長 ほかにございませんか。 

 

〇楠本千秋委員 通常分で、９ページをお願

いします。 

 果樹振興対策費の果樹競争力強化推進事業

について、ちょっと説明をお願いしたいと思

います。 

 

〇酒瀬川農産園芸課長 委員お尋ねの果樹競

争力強化推進事業でございますけれども、果

樹の高品質化を進めるために、例えばミカン

であればマルチシートを敷いたり、そういう

ものに対するモデル地区をつくりまして、マ

ルチシートを敷いて、そういうところに対す

る補助を２分の１やるという事業でございま

す。 
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 対象の果樹がミカンそれからデコポン、そ

れから落葉果樹、この３種類になっておりま

して、それぞれ４地域においてモデル地区を

設けまして、こういう事業、品質を向上させ

る、そういう方法、技術についての検討を行

っていく事業でございます。 

 

〇楠本千秋委員 わかりました。 

 次は13ページ。新しい農業の担い手育成費

の２番の熊本型新規就農総合支援事業につい

て、ちょっとお知らせをいただきたいと思い

ます。 

 

〇鳥井農地・担い手支援課長 この事業につ

きましては、主に２つございまして、１つが

若者の就農意欲の喚起ということで、高校生

等に農業の体験研修とかそういったものをし

てもらって、就農意欲を喚起するという事

業、それから就農希望者の対応事業というこ

とで、農業公社のほうに就農相談窓口という

ことを設置すること、それから研修事業とし

まして、県下に農協等にそういう研修を受け

入れる、就農希望者の１年間等の研修を受け

入れる機関に対する助成事業でございます。 

 

〇楠本千秋委員 ありがとうございました。 

 次、もう１つ、22ページの農作物対策の鳥

獣被害のことで、先ほど質問がありましたけ

れども、その状況ですかね、県下の、例えば

イノシシのそういうのをどのように把握され

ているのか、ちょっと教えていただければ。 

 

〇今田むらづくり課長 鳥獣被害の現状とい

うことでございますが、イノシシによる被害

が最も大きいということで、約60――これは

データ的には平成11年度からずっとあるんで

すが、25年度までのデータで、徐々に減少傾

向にありますが、まだまだちょっと高い水準

ということで、鳥獣類別に見ますとイノシシ

の被害が最も大きく63％で、約３億円という

ふうにつかんでおります。 

 また、次いでカラスというふうになってお

りまして、徐々に減少傾向にあるものの依然

高い傾向にあるという認識でございます。 

 

〇楠本千秋委員 その数というか、市町村で

対応してますけれども、数年前までは県の捕

獲に対する補助金も出てたような記憶がして

まして、天草市等でもある年、5,000頭がそ

のために8,000頭にふえたとか、捕獲がです

ね、そういうのを聞いてましたけれども、県

のほうでまだやっているのですか、今回はあ

りませんけども、そういう捕獲に対する支援

というんですかね、そういうのをちょっと教

えていただければ。 

 

〇今田むらづくり課長 鳥獣被害防止総合対

策ということで、緊急捕獲支援をやっており

まして、１頭当たり幾らとか交付しておりま

すが、イノシシにつきましては１頭8,000円

と、県からですね。これは国の事業でござい

ますが、それにあと市町村単独でプラスアル

ファということです。 

 あと、鹿につきましては同じく8,000円な

んですが、これはあと自然保護課の事業も加

えまして、市町村が1,000円以上出すときに

1,000円出すということで、トータルで１万

円以上、１頭当たりですね。 

 あと猿がございますが、猿につきましても

今の8,000円に加えまして市町村が１万1,000

円以上出す場合に１万1,000円ということ

で、1万1,000円と1万1,000円、これが合わせ

て２万2,000円ですが、それに国の事業の

8,000円を加えまして、１頭当たり３万円と

いうことで事業を実施しております。 

 

〇楠本千秋委員 １つは要望ですけれども、

その捕獲に対する県の市町村への支援をして

いただければ、何やかんや言ってもとらない

ことには減りませんので、その辺をまず要望
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したいと思います。 

 もう１つ、その下にありますジビエ活用と

いうんですかね、5,000頭とか8,000頭とか捕

獲があるんですけれども、それが全く使われ

てないというか、その辺の供給、出せる人に

使えるというような、そういう計画というの

をもっと強く進めてほしいと思うんですけれ

ども。 

 

〇今田むらづくり課長 ジビエの活用につき

ましては、ここにも記載しておりますけれど

も、本年度も２町において施設を整備する計

画にしております。有効に活用できるための

まずは施設整備、それから、売っていかなけ

ればいけませんので、市場等へのアピールと

か、その辺を取り組む考えでございます。 

 農業被害という意味でいきますと、とるこ

とも大事ですが、畑の要するに農作物の周り

に鳥獣を寄せつけない、要するに鳥獣を――

例えば食べなくなった野菜や果物なんかを畑

に放置していると、そこに来てイノシシが食

べて、そこに来るとごちそうがあるというふ

うに認識しますので、そういう畑の近くに鳥

獣を寄せつけない対策というのも大変重要に

なります。これは地域ぐるみで対応すること

になります。捕獲もあわせて、そういう地域

での対策も含めて人材育成それぞれ総合的に

取り組んでまいりたいというふうに考えてお

ります。 

 

〇楠本千秋委員 よろしくお願いします。あ

りがとうございました。 

 

〇髙野洋介委員長 ほかにございませんか。 

 私のほうから１点最後に要望させていただ

きますけれども、先ほど村上先生がおっしゃ

いました公共工事の件に関してもそうなんで

すけれども、全体的に今私が大変危惧してお

りますのが、マンパワーの不足ですね。もち

ろん行政側のマンパワーの不足、民間側のマ

ンパワーの不足もありますので、そこをスピ

ード感を持って、ある程度一定の期間ごとに

情報を集めながら対策を打たなければ、せっ

かくできる支援、できる復興もできなくなる

おそれがあるというふうに思っております。 

 農林水産部だけで解決できない部分が当然

あるというふうに思いますので、そこは関係

する部局と連携を図りながら、せっかく民間

団体がやろうと思っているのが、鼻が折れな

いような形で、もっともっとスピード感を持

ってやっていただきたいというふうに思って

おります。 

 委員会といたしましても、そういったとこ

ろは随時皆様方に言ってもらって、その都度

委員の方々と話をしながら、委員会としての

対応というのもきちんと考えていきたいとい

うふうに思いますので、濱田部長を初め皆様

方一生懸命頑張っておられるのは十分わかり

ますけれども、一緒になって取り組みたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

 なければ、以上で質疑を終了いたします。 

 それでは、ただいまから本委員会に付託さ

れました議案第１号及び第２号について一括

して採決したいと思いますが、御異議ありま

せんか。 

  （｢異議なし」と呼ぶ者あり) 

〇髙野洋介委員長 御異議なしと認め、一括

して採決いたします。 

 議案第１号外１件について、原案のとおり

可決することに御異議ありませんか。 

  （｢異議なし」と呼ぶ者あり) 

〇髙野洋介委員長 御異議なしと認めます。

よって、議案第１号外１件は、原案のとおり

可決することに決定いたしました。 

 次に、閉会中の継続審査事件についてお諮

りいたします。 

 議事次第に記載の事項について、閉会中も

継続審査することを議長に申し出ることとし

てよろしいでしょうか。 

  （｢異議なし」と呼ぶ者あり) 
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〇髙野洋介委員長 それでは、そのように取

り計らいます。 

 次に、その他に入りますが、委員から何か

ありませんか。 

 

〇楠本千秋委員 済みません。けさのＮＨＫ

のテレビで、｢変わる和牛の生産現場」とい

うのが放映されておりました。 

 その出だしに、肉が高くなる、平成25年

100グラム400円が今は600円するんだと。 

 その原因として、子牛――肉が高くなるか

わからない。子牛の生産が少なくて、鹿児島

の市場では数年前60万だったのが平均の80何

万になっているんだと。高いのは100万超し

ているんだという、その原因として農家の減

少が考えられると。５年前に比べたら30％も

減少しているんだと。それは、もう小規模農

家が５年前から減っているというのは、今は

80万とか70万の平均ですけども、５年、４

年、３年前は35～36万の平均の牛の値段です

ので、当然小規模農家にとって低迷が続く

と、やってられないなということで農家が減

ったと。これは事実だと思います。ここ１年

ぐらい高くなって、この天草でも１月、３月

とそのたびに高くなってて、５～６年前35～

36万だった平均が今は間違いなく60万を超し

ている、もう80万近くするのは当然、ざらだ

というような状況であるんですけども、その

テレビで言ったのは、九州から北海道に和牛

を送ったというわけですね。50頭送って、試

験的、そのメーカーでしょうけども、温度差

が33度あるところ、半年過ぎてうまくいける

んだということで、北海道で子牛をつくるん

だと。 

 北海道の黒ですけどもホルスタイン、これ

は乳牛というんですかね、牛乳をとる牛だと

思うんですけれども、それに和牛の受精卵を

して生まれてくる子供は和牛なんだと。それ

もやっているんだということが、きょう放映

されてましたけれども。 

 何を言うかというと、九州内で黒毛和牛が

全国シェアを占めてますね。この前、数年前

あった長崎での全国共進会でも全部門、九州

が上位を取っております。その中で宮崎、鹿

児島、大分、長崎というのが強いんで、熊本

という名前が出ませんでした。熊本の名前出

たのは、肉牛の部で２席か何かになったのが

あったと思いますけれども、何とかその農

業、１次産業の進められる中で、やっぱり黒

毛和牛の九州の位置でもっと高くなるような

取り組み、当然、市町村、ＪＡ、組合その辺

と共同で何か頑張っていただきたいなと。ぜ

ひ九州内でも熊本というのが、５年に１度あ

る品評会というか、その大会でも熊本という

名前が出るように頑張っていただきたいな

と。そうしないと、なかなか畜産農家が成り

立っていかないような気がするんですけれど

も、その辺のことで何か一言コメントをいた

だければと思いますけど。 

 

〇中村畜産課長 委員の御指摘のとおり、全

国的に和牛の生産が非常に落ちているという

ことで、これは委員の御指摘の高齢化という

ことで、非常に市場価格が高い中に、やはり

70、80という方が今の日本農業の繁殖基盤を

支えてきたということで、減ってきておりま

す。 

 これじゃいかぬなということで、県のほう

も新たな担い手の育成だったり後継者の確保

だったりを、農業団体と一緒になって今取り

組みを始めておるところです。 

 当然、家畜の導入についても黒毛和種につ

いては年間600トンの導入支援、あか牛につ

いても270トン導入支援をしていますし、プ

ラス黒牛については、先ほど通常資料の中で

も御説明しましたとおり、ホルスタインの腹

をかりて黒毛和種の生産も進めているところ

でございます。 

 全国のところでいうと、国のほうから大変

お褒めの言葉をいただいているんですけど、
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全国自治体で熊本は非常に減少率が低いとい

うことで、大分頑張っているほうだと思って

いますけれども、さらにこの天草地域のほう

は非常に高齢化が進んでおりますので、農協

のほうでもその繁殖基盤を支えていく仕組み

というのは、一般にキャトルブリーディング

ステーションとかよく言いますけども、そう

いったことを農協にも生産の一部を担ってい

ただくような取り組みを今、先ほどおっしゃ

いました畜産クラスター事業という国のほう

がありますので、そういった事業を活用しな

がら生産基盤強化に努めてまいりたいという

ことで思っておりますので、今後とも御協力

よろしくお願いいたします。 

 

〇楠本千秋委員 よろしくお願いします。あ

りがとうございました。 

 

〇髙野洋介委員長 ほかにございませんか。 

 なければ、以上で本日の議題は終了いたし

ました。 

 最後に、要望書が３件提出されております

ので、参考としてお手元に写しを配付してお

ります。 

 以上で本日の議題は全て終了いたしまし

た。 

 これをもちまして第３回農林水産常任委員

会を閉会いたします。 

 お疲れさまでした。 

  午前11時53分閉会 
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